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キシン類や抗ガン作用を有する UCT1072M1 等に見られるフロ [2， 3-bJ ベンゾフラン類、抗ガン作用を有するアプ

















































縮環ベンゾフラン類が多く存在する。これらの核構造である多置換ベンゾフラン骨格の 2 、 3 位に置換基を有するベ
ンゾフラン骨格を構築する様々な合成ルートが開発されているが、著者らは他の位置に官能基を有する化合物群の核
構造を一つの共通中間体から一挙に合成できる方法の開発が、数多くの誘導体の合成に非常に有用であると考えた。







するスルホキシド体を、 トノレエン溶媒中、室温下で PhLi と反応させると、リガンド交換反応に続いて、ベンザイン
が効率良く発生することを見出した。これにメトキシフランと Diel-Alder 反応を起こさせ、ジヒドロキノン体やキノ
ン体を構築することに成功した。
以上の成果は、博士(薬学)の学位論文に値するものと認める。
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